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ことを示したD その結果， 4 石フルブリッジ型チョッパインバータ点灯回路を得て実用化に到ったc この回路におい
て CAD システムを利用してシミュレーションを行い，高周波成分抑制用インダクタにアモルファスコアを用いて限
界設計を行ったところ，フェライトコアに比べて1/2の大きさにすることができた。
第 5 章 発光ダイオード (LED) 点灯回路におけるアモルファスコア・カレントトランスの応用









加することが明らかになった。この値を先に求めた理論式にあてはめて検討すると 100 0C ， 10 6 時間経過後の保磁力
の増加は最大に見積もっても 15mOe となり，実使用上大きい問題とならないことを明らかにした。また，商用周波





















最近，屋外照明用として高輝度放電灯 (HID ランプ)の需要は増すばかりである。本文第 4 章では，この HID ラ
















囲で10 6 時間経過後の保磁力の増加を求めたところ， 15 ミリエルステッド程度であることを明らかにしアモルファ
スコアの耐久性をめぐる実用化技術に関する基礎データを提供し本研究で行なった新技術の信頼性に関する技術を
確立した。
以上述べたように，本研究は蛍光灯ならびに HID ランプの電子化点灯回路の高性能化により，照明工学と省エネ
ルギー化技術の進歩に貢献するところが大きく，博士(工学)論文として価値あるものと認める。
